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日本山岳会創立90周年記念ブロック別式典

華やかに開催

日本山岳会の90周年を祝う記念式典の第一陣として、6月 0九州ブ

ロック、ついで 7月 に岐阜・京都ブロックで開催された。各ブロッ

クはそれぞれ趣向を凝らした講演や山行を企画し、楽 しい集いと

なっている。

滋賀県多賀町の会場・アストロパークで挨拶する村木潤次郎会長

岐
阜

・
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事

七
月
八
、
九
日
、
岐
阜

・
京
都
支
部
合
同

で
創
立
九
十
周
年
記
念
行
事
を
行

っ
た
。
八

日
日
午
後
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
を
、
滋
賀

県
多
賀
町
の
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館
に
、

両
支
部
所
属
の
会
員
を
中
心
と
し
、
首
都
圏

や
東
九
州
の
方
々
を
合
わ
せ
約
百
十
名
が
参

集
し
た
。

記
念
式
典
は
午
後
四
時
、
東
京
か
ら
駆
け

付
け
て
こ
ら
れ
た
村
木
潤
次
郎
会
長
の
挨
拶

で
始
ま

っ
た
。
会
長
は
現
在
日
本
山
岳
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
問
題
と
し
て
、
会
員
の
年

齢
構
成
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
尖
鋭
的
な

登
山
と
安
全
な
登
山
を
両
立

ｏ
調
和
さ
せ
る

こ
と
、
自
然
保
護
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

つ
い
で
、
高
木
碕
男
岐
阜
支
部
長
は
、
二

十
八
年
前
岐
阜
大
学
長
に
就
任
さ
れ
た
今
西

錦
司
元
会
長
に
呼
び
出
さ
れ
、
岐
阜
支
部
創

＞

設
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
　
ー

を
、
斎
藤
惇
生
京
都
支
部
長
は
、
同
じ
く
京

＜

都
支
部
創
設
を
推
進
さ
れ
た
今
西
先
生
が
、

陰
謀
を
た
く
ら
む
集
団
た
れ
と
檄
を
飛
ば
し

て
お
ら
れ
た
こ
と
を
、
い
ず
れ
も
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
語
っ
た
。

記
念
講
演
は
京
都
大
学
名
誉
教
授
伊
谷
純

一
郎
氏
に
よ
る

「今
西
錦
司
先
生
と
の
山
行

・
サ
ル
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
で
あ
る
。
京
大

動
物
学
教
室
の
師
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
お
二

人
は
、　
一
九
四
八
年
に
始
ま
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル

研
究
、　
一
九
五
八
年
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
の
類

人
猿

ｏ
人
類
学
研
究
を
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
。
戦
後
の
食
糧
難
時
代
に
南
九
州

の
山
々
を
登

っ
て
ま
わ
っ
た
と
き
の
苦
労
話

と
失
敗
談
、
ア
フ
リ
カ
の
メ
ル
ー
や
ル
ー
ウ
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ェ
ン
ゾ
リ
登
山
の
思
い
出
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド

写
真
を
ま
じ
え
て

一
時
間
に
わ
た
っ
て
お
話

に
な
っ
た
。
大
リ
ー
ダ
ー
今
西
さ
ん
の
面
目

躍
如
た
る
と
こ
ろ
を
伝
え
い
ま
た
講
演
者
伊

谷
さ
ん
の
誠
実
で
暖
か
い
お
人
柄
が
し
の
ば

れ
る
、
大
変
よ
い
講
演
で
あ
っ
た
。

午
後
七
時
か
ら
天
究
館
別
館
に
移
り
、
懇

親
会
が
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
開
か
れ
た
。

ホ
テ
ル
か
ら
出
張
の
練
達
の
料
理
人
た
ち
が

腕
に
よ
り
を
か
け
た
和
洋
中
華
の
ご
馳
走
と
、

あ
り
余
る
ほ
ど
い
た
だ
い
た
大
量
の
飲
み
物

が
あ
っ
て
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ
た
。

た
だ

一
つ
心
残
り
な
の
は
、
予
定
さ
れ
て
い

た
六
〇
セ
ン
チ
望
遠
鏡
に
よ
る
観
望
が
、
降

り
し
き
る
雨
の
た
め
流
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

夜
は
天
究
館
と
、
約

一
キ
ロ
離
れ
た
多
賀

町
林
業
会
館
の
二
か
所
に
分
宿
し
た
。

九
日
同
、
約
二
十
名
は
湖
東
町
に
あ
る

「西
堀
榮
二
郎
記
念
探
検
の
殿
堂
」
博
物
館

の
見
学
に
出
か
け
た
。
他
の
約
七
十
名
は
鈴

鹿
山
脈
の
最
高
峰
御
池
岳

（
一
二
四
七
メ
ー

ト
ル
）
に
登

っ
た
。
雨
は
あ
が
り
、
鞍
掛
峠

ト
ン
ネ
ル
の
二
重
県
側
に
十
数
両
の
車
を
駐

車
、
九
時
に
歩
き
は
じ
め
る
。
登
る
に
つ
れ

て
雲
は
上
昇
し
、
天
気
は
よ
く
な
っ
た
。
正

午
に
は
照
り
つ
け
る
陽
光
の
も
と
、
頂
上
で

の
満
ち
足
り
た
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

本
部
お
よ
び
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
準
備
に
奔
走
さ

れ
た
委
員
各
位
の
労
苦
に
感
謝
し
て
、
報
告

す
る
次
第
で
す
。
（京
都
支
部

・
酒
井
敏
明
）

九
州
ブ
ロ
ツ
ク

・
式
典
と
平
治
岳
山
行

記
念
式
典
は
六
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、
れ
な
ど
感
じ
さ
せ
な
い
、
堂
々
と
し
た
風
格

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
十
四
日
に
帰
国
、

ス
ラ
イ
ド
八
十
枚
を
用
意
さ
れ
た
ご
苦
労
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　
一
コ
マ
ご
と
の
説
明

に
、
聞
き
手
は
マ
カ
ル
ー
の
尾
根
を
息
を
切

ら
し
て
前
進
し
て
い
ま
し
た
。
危
険
な
と
こ

ろ
で
は
体
に
力
が
入
り
、
自
然
の
美
し
さ
に

う
っ
と
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
南
国
九
州

で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
雪
、
急
斜
面
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
香
り
を
届
け
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
村
純
二
副
会
長
の
日
本
山
岳
会
の
歴

史
紹
介
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
吉
村
健
児
福

岡
支
部
長
の

「会
員

一
人
ひ
と
り
が
山
岳
会

を
も
り
立
て
よ
う
」、
開
催
地
東
九
州

。
梅

木
秀
徳
支
部
長
の

「遠
路
を
参
加
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
感
謝
」
の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た

続
い
て
重
廣
恒
夫
登
山
隊
長
の

「
マ
カ
ル

―
登
山
報
告
」
で
す
。
壇
上
に
立

っ
た
姿
は
、

日
焼
け
し
た
顔
に
蓄
え
た
髭
、
登
頂
日
の
遅

今

年

も

，
い
Ｌヽ粁
ｒ
ヽ
で
会

中
村
純
二
副
会
長
の
講
演

「登
山
の
夢
」

一

は
百
四
十
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
奥
様

一

と
の
山
行
を
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
「誰
も

一

が
体
力
、
気
力
、
知
力
を
頼
り
に
、
行
き
た

一

い
と
こ
ろ
へ
と
思

っ
て
い
ま
す
」。
今
ま
さ

に
中
高
年
者
の
登
山
ブ
ー
ム
に
は
目
を
み
は

る
ば
か
り
で
す
。
お
二
人
は
、
自
分
で
計
画

す
る
こ
と
で
、
パ
ッ
ク
旅
行
に
は
な
い
他
と

の
触
れ
合
い
、
楽
し
み
を
得
て
い
ま
す
。
し

か
し
危
険
も
山
も
り
で
す
。
熊
の
足
跡
、
雪

の
中
の
ツ
ェ
ル
ト
と
、
雪
山
を
中
心
に
写
し

出
さ
れ
る
様
は
「
い
つ
家
に
い
る
の
で
す
か
」

と
問
い
た
く
な
る
ほ
ど
日
本
列
島
を
自
由
に

移
動
す
る
姿
で
し
た
。
「衣
食
住
を
持
ち
カ

タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
な
生
き
ざ
ま
は
、
他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
は
な
い
も
の
で
、
厳
し
い
自
然
の

ご
機
嫌
伺
い
を
し
な
が
ら
計
画
し
、
行
動
す

る
、
そ
し
て
成
功
す
れ
ば
次
々
と
夢
は
ふ
く

ら
み
、
楽
し
さ
の
積
み
重
ね
と
な
り
ま
す
。

健
康
な
心
身
で
登
山
を
実
行
す
る
こ
と
こ
そ

最
大
の
ご
馳
走
で
す
」
と
ス
ペ
イ
ン
出
発
を

目
前
の
お
忙
し
い
間
を
縫

っ
て
の
講
演
で
す
。

そ
の
後
記
念
撮
影
を
し
、
懇
親
会
場
へ
。

参
加
者
六
十
四
名
が

一
人
ず

つ
自
己
紹
介
。

こ
の
と
き
と
ば
か
り
本
部
の
小
倉
茂
暉
、
中

川
武
、
吉
永
英
明
氏
ら
に
聞
い
て
い
た
だ
こ

う
と
、
短
い
中
に
熱
の
こ
も

っ
た
自
己
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
飲
み
、
語
り
、
と

し

九
時
半
ま
で
続
き
、
岐
阜

・
高
木
碕
男
支
部

長
の
歌
、
中
川
氏
の
ダ
ン
ス
が
目
立

っ
た
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

翌
十
八
日
、
灰
色
の
空
、
雨
の
中
を
バ
ス

一
台
と
自
家
用
車
で
、
男
池
登
山
ロ
ヘ
。
ガ

ス
で
何
も
見
え
な
い
九
重
高
原
、
小
雨
混
じ

り
の
な
か
、　
一
人
百
円
の
入
山
料
を
払
い
男

池
へ
。
暗
く
緑
の
美
し
い
原
生
林
も
、
九
重

山
系
で
は
こ
こ
が

一
番
で
す
。
コ
ー
ス
も
よ

く
み
が
か
れ
、
黒
い
土
と
岩
、
根

っ
こ
を
気

に
し
な
が
ら
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
間
を
進

み
ま
す
。
苦
、
満
開
と
ピ
ン
ク
の
花
は
盛
り
　
＞

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

雨
は
止
み
ま
し
た
が
風
が
強
く
、
山
頂
で
　
＜

は
寒
さ
も
心
地
好
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
視

界
が
き
か
な
い
の
で
遠
望
で
き
な
い
の
が
残

念
で
し
た
が
、
人
も
少
な
く
、
コ
ー
ス
も
ス

ム
ー
ズ
に
歩
け
ま
し
た
。
東
京
へ
帰
る
中
川

氏
は
加
藤
英
彦
支
部
員
の
案
内
で
先
に
下
り
、

私
は
中
村
夫
妻
と
長
者
原
へ
。
山

一
面
ピ
ン

ク
の
様
を
見
せ
た
か
っ
た
願
い
が
か
な
い
、

一
瞬
雲
間
か
ら
ピ
ン
ク
の
衣
を
ま
と
っ
た
平

治
岳
が
見
え
ま
し
た
。
皆
が
下
っ
て
き
た
の

は
午
後
五
時
、
坊
が
つ
る
か
ら
平
治
岳
が
望

め
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
そ
う
で
す
。

二
日
後
、
岐
阜
支
部
長
よ
り

「あ
の
山
は

日
本
の
宝
で
す
」
と
の
お
葉
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　
　
（東
九
州
支
部

・
西
　
孝
子
）
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追
悼
・
橋
本
誠
三
さ
ん

朝
比
奈
英
三

橋
本
誠
二
君
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
私

た
ち
北
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
に
と
っ
て
、
戦
後
最

大
の
星
を
失

っ
た
想
い
で
あ
っ
た
。

彼
が
北
大
に
入
学
し
山
岳
部
に
入

っ
た

一

九
二
六
年
、
私
た
ち
の
交
友
は
始
ま
っ
た
。

入
学
前
か
ら
優
秀
な
部
員
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
た
彼
は
、
そ
の
悟
淡
な
人
柄
と
相
ま
っ

て
、私
た
ち
上
級
生
の
間
で
も
「
ヤ
ン
チ
ョ
」

の
あ
だ
名
で
親
し
ま
れ
た
。

私
た
ち
が
山
行
を
共
に
し
た
の
は
、　
一
九

二
六
年
末
十
勝
大
雪
縦
走
に
向
か
っ
た
の
が

最
初
で
あ
る
。
こ
の
時
は
初
め
か
ら
ひ
ど
い

天
候
で
、
森
林
限
界
に
張

っ
た
天
幕
が
ま
る

二
日
続
い
た
暴
風
雪
で
雪
中
に
全
く
埋
没
し
、

三
日
目
に
よ
う
や
く
十
勝
岳
吹
上
温
泉
に
引

き
返
し
た
。
こ
れ
以
来
幾
度
か
行
を
共
に
し

た
が
、
二
人
だ
け
の
山
と
な
る
と
、
不
思
議

な
ほ
ど
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
最

た
る
も
の
が
、　
一
九
四

一
年
二
月
の
日
高
の

山
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
二
人
と
も
、
そ

の
前
年
の
ペ
テ
ガ
リ
隊
遭
難
の
弔
い
合
戦
の

気
分
で
、
前
隊
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ル
ー
ト
を

使

っ
て
、
コ
イ
カ
ク
か
ら
ペ
テ
ガ
リ
ま
で
の

山
稜
を
往
復
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し

入
山
十
二
日
間
に
晴
れ
た
の
は
二
日
だ
け
で
、

辛
う
じ
て
到
達
し
た
ル
ベ
ツ
ネ
山
頂
は
、
体

も
舞
い
上
が
り
そ
う
な
烈
風
の
中
で
あ
っ
た
。

凍

っ
た
稜
線
に
伏
し
た
ま
ま
、
私
た
ち
は
ペ

テ
ガ
リ
ま
で
わ
ず
か
の
距
離
に
迫
り
な
が
ら

引
き
返
す
無
念
さ
に
歯
が
み
し
た
。
こ
の
山

行
は
彼
に
と
っ
て
は
数
多
い
日
高
山
行
の

一

つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
私
に
は
全
力
を
あ

げ
て
戦

っ
た
山
と
し
て
は
最
後
で
あ
っ
た
。

卒
業
後
は
二
人
と
も
北
大
に
残

っ
た
の
で
、

以
来
半
世
紀
を
超
え
る
親
交
を
重
ね
た
が
、

こ
の
間
彼
は
地
質
学
の
教
授
と
し
て
日
高
山

脈
の
地
質
構
造
な
ど
に
関
す
る
著
名
な
業
績

を
あ
げ
、
ま
た
困
難
な
時
期
に
教
養
学
部
長

と
し
て
北
大
の
運
営
に
参
画
し
た
。

一
方
山
登
り
の
ほ
う
は
、
自
ら
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
数
々
の
記
録
的
登
山
を
行
い
、
北

大
山
岳
部
の
レ
ベ
ル
の
回
復
に
最
大
の
貢
献

を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
に
は
二
人
と
も

一
九
四

一
年
に
入

会
し
た
が
、
彼
は

一
九
五
五
年
マ
ナ
ス
ル
遠

征
の
先
遣
隊
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

地
質
調
査
を
行
い
、　
一
九
七
五
年
か
ら
四
年

間
、
評
議
員
も
勤
め
て
い
る
。　
一
九
七

一
年

に
は
北
大
山
の
会
の
多
く
の
協
力
者
を
得
て

自
然
と
登
山
の
総
合
書

『
日
高
山
脈
』
を
著

し
た
。
ま
た

一
九
七
四
年
に
は

０
８
〓ｏ
鴫

ｏ
「
Ｚ
①罵
】
目
日
”
Ｆ
Ч
”
の
出
版
に
よ
り
十

六
名
の
共
著
者
と
と
も
に
秩
父
宮
記
念
学
術

賞
を
受
賞
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
北
海
道
支
部
で
は
、

一
九
八
四
年
よ
り
六
年
間
支
部
長
を
勤
め
、

一
九
九
二
年
十
二
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員

に
推
挙
さ
れ
た
。

一
九
九
二
年
二
月
、
二
人
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
山

岳
史
懇
談
会
に
北
大
山
岳
部
の
話
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
そ
ろ
っ
て
上
京
し

た
。
こ
の
時
は
、
会
の
直
前
に
望
月
達
夫
氏

と
久
闊
を
叙
す
る
余
裕
が
あ
り
、
ま
た
懇
談

会
も
大
勢
の
古
い
山
友
に
会
え
る
大
盛
会
で

あ
っ
た
。
し
か
し
地
下
鉄
の
階
段
で
は
、
彼

が
か
な
ら
ず
手
す
り
に
沿

っ
て
下
る
の
を
見

て
、
か
つ
て
は
山
ス
キ
ー
の
名
手
で
あ
り
、

七
十
歳
を
過
ぎ
て
も
若
い
後
輩
に
伍
し
て
日

高
の
山
行
を
こ
な
し
て
い
た
彼
が
、
バ
ラ
ン

ス
に
自
信
を
失

っ
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
不

吉
な
予
感
に
お
の
の
い
た
の
で
あ
っ
た
。

二
年
後
、
そ
れ
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、

我
々
の
敬
愛
す
る

「
ヤ
ン
チ
ョ
」
は
思
い
出

の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(3)

杖をついて歩こう

大森薫雄

山岳会の中には年配の方がたくさん

いられるようにお見受けするし、この

会の平均年齢がかなり高いと見なけれ

ばなりません。

かつて、紳士たる者の象徴の一つと

して、ステッキがありました。ステッ

キとは杖のことです。ところが急速な

自動車文明社会の発展とともに、紳士

方はステッキの代わりにハンドルを握

り、杖は紳士の象徴としてではなく、

足腰の弱いお年寄りや身体障害者の専

売特許となった感があります。別にそ

れが悪いというわけではありません。

文化、文明の発展とともに、物に対す

る考えが変わってくるのはやむを得な

いことで、杖に対する考え方もその一
つであったのでしょう。

昔に比べると、人間はずいぶん長生

きするようになりましたが、新たな悩
みも生じてきました。それが足腰の衰

えです。これに対処するために、杖を
つくようになりました。杖をつくこと

で、弱った足腰の負担を少しでも軽く
し、つまずいて転倒することを防ごう

としています。昔のようなステイタス

としての意味合いは、ほとんどなくな
ったというわけです。もっぱら実用性
を中心に考えられるようになったのが

現状でしょう。

ところで私たちは、微妙なバランス

を腰の一点で保ちながら2本の足で歩
いています。これが腰に大変負担をか

けているのです。そこで私たちは、登

山の際、痛む足腰の側に杖を持てば、

腕力で腰の負担を軽くすることができ

ます。また、杖をついて歩くことは、

両足の負担を軽くし、疲れる度合いを

遅らせてくれます。疲労のため、それ
こそ足が棒のようになったときでも、

杖をつくことによって歩くことが可能
となります。足腰に少々不安のある人
なら、ぜひとも杖を使っていただきた
いものです。

私は常々歩くこと、山登りは賢者の

スポーツであるとの信念をもって皆さ

んにお勧めしています。その上、「 1

本の杖による健康作り」をぜひ山岳会
の皆さんに実践していただき、積極的
で楽しい毎日を過ごしていただきたい

ものと思っています。
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粟
ヶ
岳

・
守
門
岳
登
山

集
会
委
員
会

若
葉
会
山
行
も
す
で
に
十
九
回
を
数
え
る

と
い
う
。
念
願
の
守
門
岳
に
登
れ
る
と
あ
っ

て
初
め
て
参
加
し
た
の
だ
が
、
片
岡
さ
ん
や

地
元
の
方
々
、
ま
た
集
会
委
員
の
皆
さ
ん
の

心
遣
い
の
お
陰
で
楽
し
い
山
登
り
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

二
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
た

一
行
約
五
十
名

が
下
田
村
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
た

の
は
六
月
十
日
の
早
朝
。
地
元
の
松
本
英

一

会
員
か
ら
案
内
を
し
て
く
だ
さ
る
地
元
山
岳

会
の
方
々
の
紹
介
を
受
け
て
登
山
に
と
り
か

か
っ
た
。
梅
雨
の
最
中
に
し
て
は
申
し
分
の

な
い
空
模
様
で
、
目
指
す
粟
ヶ
岳
が
往
く
手

に
端
整
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。
粟
ヶ
岳
は

一

二
九
二
メ
ー
ト
ル
、
登
山
口
の
標
高
が
約

一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
相
当
な
ア
ル
バ
イ
ト

を
覚
悟
す
る
。

田
園
地
帯
を
抜
け
て
灌
漑
用
水
路
の
ほ
と

り
を
し
ば
ら
く
気
分
よ
く
歩
く
と
、
や
が
て

八
汐
尾
根
の
急
登
と
な
る
。
越
後
の
山
は
ま

だ
初
夏
の
気
配
で
あ
る
。
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

の
苦
は
幼
く
、
タ
ム
シ
バ
の
白
が
若
緑
の
中

に
鮮
や
か
だ
っ
た
。
視
界
が
開
け
る
と
守
門

岳
が
遠
く
望
ま
れ
た
。
雪
を
残
し
て
な
か
な

か
立
派
で
あ
る
。
い
い
か
げ
ん
汗
を
か
い
た

こ
ろ
、
五
合
目
粟
薬
師
に
着
く
。
薬
師
堂
と

避
難
小
屋
が
あ
っ
て
、
休
む
に
具
合
の
よ
い

平
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
休
上
を
と
る
。

天
気
が
少
し
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
時
々

パ
ラ
パ
ラ
と
降

っ
て
く
る
が
気
に
す
る
ほ
ど

の
こ
と
も
な
く
、
な
お
も
続
く
急
な
登
り
に

高
度
を
稼
い
で
八
合
目
を
過
ぎ
る
と
、
尾
根

路
は
し
ば
ら
く
緩
く
な
る
。
こ
の
あ
た
り

一

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
標
高
な
が
ら
二
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
高
山
の
趣
が
感
じ
ら
れ

る
。
開
発
さ
れ
て
い
る
様
子
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
か
に
も
奥
行
き
の
深
い
山
で
あ
る
。

や
が
て
灌
木
と
笹
藪
の
密
生
し
た
斜
面
に
取

り
つ
き
急
坂
を
ひ
と
頑
張
り
す
る
と
、
二
等

三
角
点
の
あ
る
頂
上
だ

っ
た
。
あ
い
に
く
視

界
が
悪
く
展
望
は
な
か
っ
た
が
、
十
分
に
満

足
で
き
た
。

一
時
間
余
り
の
滞
在
の
後
、
下
山
に
か
か

る
。
下
の
祓
川
の
河
原
ま
で
下
り
る
と
、
山

菜
採
り
の
別
行
動
組
が
、
ク
ジ
ラ
鍋
と
ビ
ー

ル
を
冷
や
し
て
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。

夜
は
宿
舎
の
教
育
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で

豪
勢
な
火
を
焚
き
、
豊
富
な
山
菜
料
理
を
囲

ん
で
、
銘
酒

「守
門
岳
」
や

「粟
ヶ
岳
」
を

堪
能
し
た
。

翌
十

一
日
は
高
曇
り
で
明
け
た
。
宿
舎
か

ら
守
門
岳
の
登
山
口
の
守
門
村
三
分
ま
で
は

バ
ス
で

一
時
間
ほ
ど
か
か
る
。
そ
こ
か
ら
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
分
乗
し
、
標
高
約
七
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
保
久
礼
小
屋
近
く
ま
で
運
ん
で

も
ら
う
。
小
屋
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
が
っ

し
り
し
た
避
難
小
屋
で
、
水
も
豊
富
に
流
れ

て
い
る
。
こ
こ
が
午
前
七
時
、
登
り
は
い
き

な
り
階
段
の
急
登
で
始
ま
っ
た
。
宿
酔
気
味

の
身
体
に
は
少
々
き
つ
か
っ
た
が
、　
一
時
間

余
り
た
っ
ぷ
り
と
汗
を
流
し
て
気
分
が
乗
り

出
し
た
こ
ろ
、
樹
林
帯
を
抜
け
出
し
て
広
々

と
し
た
尾
根
に
出
た
。
見
え
る
の
は
越
後
駒

や
平
ヶ
岳
あ
た
り
か
、
燃
ヶ
岳
も
そ
れ
と
指

呼
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
は
わ
ず
か
な
登
り
で
、

一
四
三
二
メ
ー
ト
ル
の
守
門
大
岳
。
名
の
通

り
広
い
山
頂
で
、
ま
だ
豊
富
に
雪
が
残

っ
て

い
た
。
こ
こ
で
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
集
結

し
て
大
体
止
。
目
の
前
に
雪
を
残
し
た
守
門

岳
本
峰
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

大
岳
か
ら
は
い
っ
た
ん

一
五
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
急
降
下
し
、
残
雪
を
踏
ん
で
登
り
直
し

た
と
こ
ろ
が
青
雲
岳
。
池
塘
が
散
在
す
る
な

か
な
か
気
分
の
よ
い
高
原
状
の
山
で
あ
る
。

時
期
が
く
れ
ば
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
に
は
ガ
ス
が
立
ち
こ
め
、

視
界
が
限
ら
れ
て
き
た
。
青
雲
岳
か
ら
は
二

十
分
ほ
ど
の
登
り
で
守
門
最
高
峰
の
袴
岳

一

五
三
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
時
間
は
ち
ょ
う

ど
十
時
、
三
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

二
等
三
角
点
の
あ
る
山
頂
に
は
、
信
仰
登
山

の
名
残
の
石
祠
が
い
く
つ
か
ま
つ
ら
れ
て
い

た
。
湧
き
立

つ
霧
に
あ
い
に
く
展
望
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
念
願
の
山
頂
に
立
て
て
満

足
こ
の
上
な
か
っ
た
。

帰
り
の
時
間
に
制
約
が
あ
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
滞
在
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
簡
単
に
腹

ご
し
ら
え
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
元
の
路
を
下

り
に
か
か
る
。
大
岳
へ
の
登
り
返
し
に
息
を

切
ら
し
、
後
は

一
気
に
保
久
礼
小
屋
ま
で
駆

け
下
り
た
。
降
り
着
い
て
汗
だ
く
で
飲
ん
だ

水
は
ビ
ー
ル
よ
り
も
旨
か
っ
た
。

帰
途
、
温
泉
で
汗
を
流
し
、
ウ
ド
や
ウ
ワ

バ
ミ
ソ
ウ
な
ど
の
山
菜
を
た
く
さ
ん
土
産
に
　
＞

抱
え
て
、
収
穫
の
多
い
山
行
を
無
事
、
楽
し
　
４

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
世
話
く

＜

だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
で
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
計
画
を
立
て
ら
れ
て
、

若
葉
山
行
が
年
々
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
祈
念

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（石
橋
正
美
）

ス
キ
ー

ロ
ボ

ツ
ト
実
演

に
よ
る

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

科
学
委
員
会

尾
原
味
夫
氏
に
よ
る
標
記
の
講
演
が
去
る

七
月
七
日
、
本
会
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
本

会
が
ス
キ
ー
に
関
心
を
持
つ
の
は
当
然

『山

①

Ｏ

刀

田

「

〇

刀

「
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ス
キ
ー
』
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現

在
著
し
い
発
展
の
過
程
の
中
に
あ
り
、
当
科

学
委
員
会
が

『山
ス
キ
ー
と

一
般
ス
キ
ー
の

技
術
は
別
も
の
か
？
　
同

一
か
？
』
と
題
し

て
、
本
会
を
代
表
す
る
ス
キ
ー
技
術
の
使
い

手
を
集
め
て
集
中
講
演
会
を
行

っ
て
か
ら
、

わ
ず
か
十
年
余
し
か
経
過
し
て
い
な
い
。

ス
キ
ー
カ
学
の
よ
う
な
基
本
問
題
に
立
ち

返
っ
て
考
察
を
す
る
の
も
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

K

毎

W
Ｖ

図
は
タ
ー
ン
の
初
期
で
あ
る
。
雪
の
抵
抗

助
の
着
力
点
Ｏ
は
雪
の
抵
抗
に
よ
っ
て
、
た

わ
む
の
で
ス
キ
ー
の
中
央
よ
り
前
に
ず
れ
て

く
る
。
峰
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
ス
キ
ー
を
併
せ

た
重
力
で
あ
り
、
助
は
雪
の
抵
抗
で
、
り
と

助
と
の
合
力
Ｋ
は
下
側
を
向
い
た
大
き
な
力

に
な
る
。
Ｋ
は
進
行
方
向
ア
に
対
し
て
直
角

な
大
き
な
成
分
を
持

っ
て
い
る
か
ら
左
回
り

の
回
転
を
起
こ
さ
せ
る
。
右
回
転
の
場
合
は

P

反
対
の
動
作
で
行
わ
れ
る
。

以
上
は
ス
キ
ー
カ
学
の
創
始
者
木
下
是
雄

氏
の
考
え
で
あ
る
。

本
日
の
講
演
者
、
尾
原
氏
は
後
傾
に
よ
る

回
転
の
考
え
を
加
え
て
、
そ
の
実
験
を
可
能

に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

っ
た
。

そ
れ
で
得
ら
れ
た
結
果
は

山
ス
キ
ー
で
問
題
に
な
る
靴
は
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
る
が
、
登
山
靴
の
よ
う
に
軟
ら
か

い
靴
は
雪
を
捕
ら
え
ら
れ
な
い
感
じ
が
強
い

ま
た
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
弱
い
。
参
会
者

三
十
五
名
。　
　
　
　
　
　
　
（松
丸
秀
夫
）

山
の
生
き
字
引
Ｈ

二
基

〓

六
月
十
三
日
的
、
十
八
時
三
十
分
～
二
十

時
、
山
岳
会
の
ル
ー
ム
で
、
今
井
さ
ん
を
囲

(Fl― F2)er=I・ β

ここにFl,F2:前半及び後半の雪の抗

力

r:回旋軸の中心から雪の

抗力の中心までの距離

I:(ス キーヤー)+(ス
キー )の慣性能率

β :角加速度

む
会
が
開
か
れ
た
。
ひ
と
言
で
い
っ
て
有
意

義
な
会
で
あ

っ
た
と
思
う
。
参
加
者
二
十
五

名
。「山

が
あ
る
か
ら
充
実
し
た
人
生
を
頑
張
れ

る
」
と
、
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
今
も
若
い
仲

間
と
山
登
り
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
今

井
喜
美
子
さ
ん

（明
治
三
十
八
年
生
れ
）。

私
た
ち
は
そ
の
今
井
さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話

を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

小
倉
董
子
さ
ん
が
上
手
に
今
井
さ
ん
か
ら

お
話
を
引
き
出
さ
れ
、
夫
君
雄
二
様
と
の
出

会
い
か
ら
、
初
め
て
の
山
の
思
い
出
、
初
め

て
の
ス
キ
ー
の
思
い
出
等
々
話
は
尽
き
な
か

っ
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
ひ

ひ
と
言
が
、
若
い
人
た
ち
に
は
大
変
興
味
深

か

っ
た
と
思
う
し
、
ま
た
私
は
、
私
な
り
に

ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
地
下
足
袋
や
草
軽
で
歩

い
た
昔
を
、
し
き
り
と
懐
か
し
く
思

っ
た
の

だ

っ
た
。

一
時
間
半
と
い
う
時
間
は
あ
ま
り
に
も
短

か

っ
た
。
ま
た
お
話
し
を
伺
う
機
会
を
ぜ
ひ

持
ち
た
い
。
彼
女
の
よ
う
な
偉
大
な
先
駆
者

が
あ

っ
て
の
私
た
ち
な
の
だ
か
ら
。

「山
の
生
き
字
引
と
は
ま
さ
に
彼
女
の
こ
と

だ
」
と
ル
ー
ム
を
出
ら
れ
る
今
井
さ
ん
を
見

送

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（熊
谷
と
も
子
）

高
尾
山
で
の
撮
影

・
ハ
イ
キ
ン
グ

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

＜

第
六
回
写
真
撮
影
教
室

ｏ
ハ
イ
キ
ン
グ
を

七
月
二
日
、
高
尾
山
で
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
行
っ
た
。

曇
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
尾
山
口
駅
前

に
は
二
十

一
名
の
方
々
が
ヵ
メ
ラ
を
携
え
て

参
集
し
、
ア
ジ
サ
イ
の
咲
く
山
道
を
山
頂
目

指
し
て
登
り
始
め
た
。
草
花
や
キ
ノ
コ
の
姿

を
カ
メ
ラ
に
収
め
な
が
ら
城
山
ま
で
足
を
延

ば
し
、
日
影
沢
下
の
バ
ス
停
に
は
五
時
頃
到

着
す
る
と
い
っ
た
の
ん
び
り
し
た
ハ
イ
キ
ン

グ
だ
っ
た
。
天
気
予
報
か
ら
雨
を
覚
悟
し
て

い
た
が
、
午
後
に
は
薄
日
も
射
す
幸
運
に
恵

ま
れ
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（北
村
義
男
）

P
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秋
田
支
部

JAC
支部だよリ

春
の
北
林
岳
山
行

秋
田
に
北
林
岳

（八
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
と

い
う
山
が
あ
る
。
「北
林
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

古
希
に
登
ろ
う
、
そ
れ
は
残
雪
の
頃
、誕
生
日

と
重
な
る
と
最
高
だ
ね
」。
何
年
も
前
か
ら

常
務
委
員
の
佐
々
木
さ
ん
が
計
画
し
て
い
た

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
は
登
れ
な
か
っ
た
が
、

今
年
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

五
月
二
日
、　
一
行
十
四
名
は
早
朝
秋
田
を

車
で
出
発
。
す

っ
き
り
晴
れ
と
は
い
か
な
い

が
、
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
天
気
の
予
感
が
す

る
。
歌
内
林
道
の
途
中
で
左
側
の
林
道
に
入

り
、
登
り
口
を
捜
す
こ
と
二
十
分
。
十
時
三

十
分
、
杉
林
の
中
の
ア
イ
コ
に
目
を
注
ぎ
な

が
ら
登
山
開
始
。
間
も
な
く
ジ
グ
ザ
グ
の
け

っ
こ
う
急
な
登
り
に
な
る
。
道
端
の
キ
ク
ザ

∫

il::::1華 ::茸

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。

麒

キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
が
盛
り
だ
。

標
高
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
も
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
が
咲
き
誇

っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り

は
雑
木
林
の
新
緑
。
高
度
が
増
す
ご
と
に
堅

い
苦
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
よ
く
分
か
る
。

急
斜
面
で
も
、
北
林
さ
ん
は
マ
イ
ペ
ー
ス

の
し
っ
か
り
し
た
足
ど
り
で
私
と
シ
ン
ガ
リ

を

つ
と
め
る
。
こ
う
し
た
テ
ン
ポ
は
、
周
囲

が
よ
く
見
渡
せ
る
し
、
観
察
に
は
最
高
で
あ

る
。
そ
れ
に
北
林
さ
ん
は
、
豊
富
な
植
物
の

知
識
を
惜
し
ま
ず
に
披
露
し
て
く
れ
る
の
で

あ
り
が
た
い
。

雑
木
林
の
中
の
道
は
稜
線
近
く
ま
で
続
い

て
い
る
が
、
稜
線
下
か
ら
藪
こ
ぎ
に
な
る
。

分
岐
点
に
は
先
発
隊
が
目
印
を
付
け
て
く
れ

て
い
る
の
で
分
か
り
や
す
い
。
稜
線
へ
出
る

と
広
い
草
原
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、
そ

れ
は
急
斜
面
の
小
さ
な
ス
ス
キ
の
原
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
少
し
外
れ
て
す
ぐ
の
頂
上
に

十
二
時
五
十
分
着
。
二
等
三
角
点
が
あ
り
、

最
高
地
点
は
こ
の
す
ぐ
後
方
に
あ
る
。
五
の

宮
、
皮
投
方
向
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
好
天
な

ら
格
好
の
展
望
台
で
あ
っ
た
の
に
、
残
念
だ
。

風
が
少
し
冷
た
い
。
北
林
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
無
事
に
名
前
の
山
に
登
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
今
後
も
ま
す
ま
す
元
気
で
山
登
り
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
乾
杯
し
た
。
そ
れ

か
ら
遅
い
昼
食
、
記
念
撮
影
と
セ
レ
モ
ニ
ー

を
終
え
、
十
四
時
下
山
開
始
。
下
る
の
が
も

っ
た
い
な
い
よ
う
な
カ
タ
ク
リ
の
花
街
道
を

十
分
に
堪
能
し
、
さ
ら
に
下
で
は
ア
イ
コ
を

採
り
、
十
五
時
十
五
分
車
に
着
く
。

乱
れ
咲
く
薄
暗
い
藪
を
分
け
、
次
は
い
き
な

り
の
急
勾
配
が
続
く
。
菅
原
リ
ー
ダ
ー
は
な

れ
て
い
る
山
と
て
急
坂
も
平
然
。
そ
の
速
さ

に
ハ
ア
ハ
ア
し
な
が
ら
登
る
。
苦
し
く
な
る

と
、
タ
ム
シ
バ
の
純
白
の
花
が
露
を
ふ
り
ま

き
な
が
ら
揺
れ
て
い
る
下
で
足
を
休
め
る
。

イ
ワ
ウ
チ
ワ
が
点
々
と
径
を
彩
り
、
頑
張
れ

よ
、
と
励
ま
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
だ
。

し
ば
ら
く
進
む
と
残
雪
が
現
れ
、
藪
と
雪

を
交
互
に
踏
ん
で
ゆ
く
。
と
、
ブ
ナ
の
倒
木

に
ブ
ナ
ワ
カ
エ
の
群
生
を
見
つ
け
た
。
帰
路

の
楽
し
み
に
採
ら
ず
に
お
く
。
次
第
に
風
雨

が
強
ま
り
、
気
温
も
下
が
る
。
笹
藪
が
ガ
ッ

パ
リ
と
径
を
覆
い
、
前
を
ゆ
く
仲
間
の
頭
し

か
見
え
な
い
。
晴
れ
て
い
れ
ば
神
室
連
峰
が
　
＞

一
望
に
見
渡
せ
る
の
だ
が
と
、
リ
ー
ダ
ー
は
　
６

ガ
ス
で
見
え
な
い
あ
た
り
を
指
さ
す
。
　
　
　
＜

風
に
た
た
か
れ
、
震
え
な
が
ら
、
人
影
と

て
な
い
山
頂
に
到
達
、
十

一
時
。
展
望
は
全

く
な
い
が
、
最
上
の
山
並
み
の
広
や
か
さ
が

ヒ
タ
ヒ
タ
と
我
々
を
包
ん
で
い
る
の
を
感
じ

た
。
祠
の
陰
で
食
べ
た
誰
か
が
持
参
し
た
「ト

チ
モ
チ
」
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
。
さ
て
、
寒

い
頂
き
に
別
れ
を
告
げ
て
下
山
に
か
か
る
。

登
り
に
見
つ
け
て
お
い
た
ブ
ナ
ワ
カ
エ
の

場
所
を
目
指
し
て
、
疾
風
の
よ
う
に
下
る
三

人
組
が
い
た
。
な
ん
と
大
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
二

袋
も
の
収
穫
。
い
つ
の
間
に
か
風
雨
は
や
わ

ら
ぎ
、
霧
の
動
き
に
つ
れ
、
萌
え
た
ば
か
り

の
新
緑
の
山
林
と
残
雪
の
絶
妙
の
組
み
合
わ

せ
が
、
現
れ
て
は
消
え
、
息
を
の
む
ほ
ど
の

*

秋
田
支
部
は
何
時
か
ら

一
日
二
座
登
頂
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
今
日
も
ま
た
二
つ

目
の
山
、
三
哲
山

（二
九
四
メ
ー
ト
ル
、
三

等
三
角
点
）
に
登

っ
た
。
私
に
は
初
め
て
目

に
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
は
医
は
仁
術
、

三
哲
を
偲
ぶ
山
だ

っ
た
。

私
た
ち
は
中
腹
の
神
社
の
と
こ
ろ
ま
で
車

で
上
が
り
、
そ
こ
か
ら
歩
い
た
。
ア
カ
マ
ツ

と
ミ
ズ
ナ
ラ
の
混
生
林
の
新
緑
に
タ
ム
シ
バ

の
白
さ
が
目
に
つ
く
中
、
タ
ラ
の
芽
を
摘
み

な
が
ら
登
っ
た
。
頂
上
か
ら
眺
め
た
鹿
角
盆

地
に
は
夕
闇
が
迫

っ
て
お
り
、
こ
の
山
に
込

め
ら
れ
た
村
人
た
ち
の
願
い
に
思
い
が
募

っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（福
田
光
子
）

扁
■
団
一

神
室
連
峰

・
八
森
山

五
月
十
三
日
の
支
部
総
会
記
念
登
山
の
八

森
山
は
、
終
始
霧
雨
の
煙
る
白
い
世
界
だ
っ

た
。
こ
こ
は
新
庄
神
室
連
峰
の
最
南
端
の
ピ

ー
ク
。　
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の
山

と
は
い
え
、
い
か
に
も
陸
奥
ら
し
い
深
さ
と

静
け
さ
に
満
ち
て
い
る
。

周
辺
は
山
菜
の
宝
庫
で
あ
り
、
そ
の
最
盛

期
を
狙

っ
て
か
、
林
道
の
所
々
に
車
が
止
め

て
あ
る
。
薬
師
原
の
登
山
口
に
至
り
、
菅
原

富
喜
氏
の
先
導
で
雨
具
を
着
け
て
登
り
に
か

か
る
。
初
め
は
杉
林
の
な
か
に
カ
タ
ク
リ
の
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鮮
や
か
さ
だ

っ
た
。

後
続
も
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
コ
シ
ア
ブ
ラ

の
若
芽
を
採
り
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
か
ら

体
を
揉
み
ほ
ぐ
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
で
、
山

麓
の
車
の
地
点
に
戻

っ
た
。
　

（折
原
栄
悦
）

一
目
日
団
一

雨
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

六
月
四
日
、
上
高
地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
。

目
覚
め
る
と
雨
が
降

っ
て
い
た
。
参

っ

今
日
は
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
だ
と
い
う
の
に
先
が

思
い
や
ら
れ
る
。
夕
べ
の
前
夜
祭
の
酒
が
残

る
頭
が
さ
ら
に
重
く
な
る
。

前
の
日
、
徳
本
峠
を
越
え
た
参
加
者
は
、

昼
過
ぎ
か
ら
雨
に
降
ら
れ
た
と
い
う
。
越
え

た
の
は
地
元
安
曇
村
の
小
中
学
生
百
七
十
人

を
含
む
約
四
百
人
。
な
か
に
は
村
木
会
長
や

八
十

一
歳
に
な
る
坂
倉
登
喜
子
大
先
輩
も
お

ら
れ
る
。
年
を
経
て
ま
す
ま
す
健
脚
な
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
先
達
に
は
頭
が
下
が
る
。

い
く
ら
待

っ
て
も
雨
は
止
ま
な
い
。
降
り

し
き
る
雨
の
中
、
テ
ン
ト
張
り
や
椅
子
の
準

備
な
ど
碑
前
祭
の
準
備
を
す
る
。
雨
は
ユ
ー

ウ
ツ
だ
。
午
前
十
時
の
開
始
時
刻
ま
で
の

一

時
間
ほ
ど
、
碑
の
前
の
梓
川
の
石
積
み
に
も

た
れ
、
ウ
ォ
ル
タ
ｌ

ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
そ
の
人

に
想
い
を
馳
せ
る
。

一
八
九

一
年
の
夏
、
彼
は
雨
の
中
、
槍
ヶ

岳
を
目
指
し
た
。
雨
は
止
む
素
振
り
も
見
せ

ず
激
し
く
な
る
ば
か
り
だ
。
そ
れ
で
も
彼
は

行
動
を
止
め
ず
、
夕
方
案
内
人
が
止
め
る
の

も
聞
か
ず
頂
上
を
目
指
す
。
も
ち
ろ
ん
ル
ー

ト
は
定
か
で
な
く
、
登
っ
た
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
雨
、
迫
る
夕
闇
、
空
腹
、
疲
労
…

悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
を
立
ち
向
か
わ

せ
た
の
は

一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
パ
イ

オ
ニ
ア
精
神
だ
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

自
分
は
果
た
し
て
そ
ん
な
状
況
の
中
で
彼
の

よ
う
に
頂
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
結
局
こ
の
時
彼
は
登
れ
な
か
っ
た
が
、

止
む
気
配
も
な
い
雨
に
う
た
れ
な
が
ら
、
彼

の
偉
大
さ
に
改
め
て
脱
帽
す
る
。
そ
れ
に
比

べ
た
ら
今
日
の
雨
な
ど
何
だ
と
い
う
の
だ
。

定
刻
に
祭
り
は
始
ま
る
。
支
部
長
挨
拶
、

献
花
、
献
歌
、
黙
蒔
。
続
い
て
挨
拶
に
立

っ

た
村
木
会
長
は

「
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
来
年
五

十
回
を
迎
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
五
十
年
後
、

つ
ま
り
百
回
目
の
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
の
時
に
も

山
々
の
緑
が
今
の
ま
ま
の
よ
う
で
あ
り
、
上

高
地
が
同
じ
姿
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
間
が

残
る
。
そ
の
頃
今
日
集
ま
っ
た
我
々
の
多
く

は
存
在
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
自
然
が
今

の
ま
ま
で
あ
り
、
楽
し
い
登
山
が
で
き
る
こ

と
を
祈
る
」
と
自
然
破
壊
へ
の
危
惧
を
述
べ

る
。
有
馬
安
曇
村
村
長
も

「観
光
客
の
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
な
ど
モ
ラ
ル
が
低
下
し
て
い
る
。

最
盛
期
は
上
高
地
に
く
る
だ
け
で
四
時
間
も

か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
河
童
橋
で
記
念
写

真
を
撮
る
だ
け
で
、
何
も
見
な
い
で
帰
っ
て

し
ま
う
人
た
ち
が
多
い
。
輸
送
シ
ス
テ
ム
や

入
山
制
限
な
ど
上
高
地
の
あ
り
方
が
今
、
間

わ
れ
て
い
る
」
と
厳
し
い
指
摘
を
す
る
。

尾
崎
喜
八
の
詩
の
朗
読
の
後
、
岡
澤
祐
吉

氏
が
「
ア
ル
プ
ス
と
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
村
」

と
題
し
て
、
雨
の
中
で
た
た
ず
む
子
供
た
ち

に
も
分
か
る
表
現
で
、
槙
有
恒
の
ア
イ
ガ
ー

東
山
稜
初
登
攀
の
際
の
村
の
人
々
と
の
交
流

の
様
子
な
ど
を
記
念
講
演
と
し
て
話
し
て
く

だ
さ
る
。
締
め
く
く
り
の

「今
日
の
日
は
さ

よ
う
な
ら
」
の
歌
が
響
く
頃
、
雨
は
よ
う
や

く
小
降
り
に
な
っ
て
薄
日
が
射
し
、
ヒ
ガ
ラ

が
ツ
ッ
ピ
ー
ツ
ッ
ピ
ー
と
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
の

早
い
テ
ン
ポ
で
高
ら
か
に
さ
え
ず
り
出
す
。

ウ
エ
ス
ト
ン
を
縁
に
人
々
が
毎
年
集
い
、

巡
り
合
い
、
語
り
合
う
。
雨
に
う
た
れ
な
が

ら
も
彼
を
偲
ぶ
祭
り
は
い
い
も
の
だ
。
い
つ

ま
で
も
山
と
上
高
地
に
豊
か
な
自
然
が
残
り
、

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が
五
十
年
後
も
同
じ
よ
う
に

開
か
れ
れ
ば
い
い
と
痛
切
に
思
う
。
そ
の
た

め
に
は
我
々
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
そ
ん

な
課
題
を
投
げ
か
け
た
今
年
の
ウ
エ
ス
ト
ン

祭
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（植
松
晃
岳
）

支
部
総
会
と
桑
崎
山
登
山

四
月
十
五
、
十
六
日
に
奥
飛
騨
の
神
岡
町

で
、
本
年
度
岐
阜
支
部
総
会
と
春
季
懇
親
山

行
が
、
会
員
三
十
八
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

は
じ
め
に
高
木
碕
男
支
部
長
か
ら

「現
在

会
員
は
百
五
十
二
人
（う
ち
会
友
六
十
七
人
）

と
多
く
な
っ
た
。
登
山
技
術
を
常
に
心
得
て
、

日
本
山
岳
会
の
会
員
に
ふ
さ
わ
し
い
会
員
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
平
成
七
年
度
は
日
本
山
岳

会
創
立
九
十
周
年
に
あ
た
り
、
七
月
八
、
九

日
に
、
岐
阜

・
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
式
典
を

行
う
の
で
、
多
数
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。
次
に
、
平
成
七
年
度
事
業
計

画
な
ど
六
議
案
を
承
認
し
、
総
会
を
終
え
た
。

翌
十
六
日
、
春
季
懇
親
山
行
は
、
神
岡
町

役
場
職
員
の
大
前
さ
ん
ら
二
名
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
総
数
四
十
人
が
参
加
し
て
、
山

吹
峠
か
ら
桑
崎
山
へ
登

っ
た
。

天
気
は
、
日
本
の
南
海
上
に
前
線
が
あ
っ

て
、
雲
の
出
や
す
い
空
模
様
が
続
き
、
視
界

は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
か
っ
た
が
、
全
員
が
　
＞

残
雪
を
踏
ん
で
三
時
間
余
り
を
か
け
、
頂
上
　
７

へ
登
っ
た
。
頂
上
は
雪
原
で
、
所
々
に
大
き
　
＜

な
針
葉
樹
が
あ
り
、
視
界
は

一
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

京
都
支
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
最
年
長
の
伊

藤
潤
吉
さ
ん

（八
十
三
歳
）
の
発
声
で

「
ヤ

ッ
ホ
ー
」
を
唱
和
し
た
。
そ
し
て
、
伊
藤
さ

ん
の
よ
う
に
高
齢
に
な
っ
て
も
山
登
り
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
　
″あ
や
か
り
た
い
〃
と
、

多
く
の
会
員
が
伊
藤
さ
ん
と
握
手
を
か
わ
し

て
い
た
。

頂
上
は
気
温
四
、
五
度
と
手
も
か
じ
か
む

ほ
ど
に
寒
く
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
切
り
上

げ
て
下
山
に
か
か
り
、
十
二
時
三
十
分
、
全

員
無
事
に
山
吹
峠
へ
下
り
、
散
会
し
た
。

（清
水
芳
彦
）

岐
阜
支
部
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図書紹介
飯
田
辰
彦

ｏ
著

『有
峰
物
菫
巴

富
山
か
ら
雲
の
平
や
薬
師
岳
に
入
る
と
き
、

バ
ス
の
終
点
近
く
で
有
峰
湖
が
湖
面
を
輝
か

す
。
か
つ
て
、
こ
の
ダ
ム
の
下
に
は
有
峰
の

集
落
が
あ
っ
た
。
本
著
は
、
離
散
し
た
村
人

や
近
隣
の
古
老
た
ち
を
尋
ね
、
山
の
民
と
し

て
生
き
て
き
た
有
峰
の
歴
史
を
丹
念
に
描
き

出
す
。
小
説

『天
の
夕
顔
』
で
、
主
人
公
が

「
こ
の
世
か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ
」
と
し
て

向
か
っ
た
の
が
こ
の
有
峰
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
平
家
の
落
人
の
村
で
あ
る
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
る
。
著
者
は
、
古
い
伝
承
や
江
戸

時
代
か
ら
の
戸
数
の
変
化
ま
で
も
て
い
ね
い

に
掘
り
起
こ
す
。

と
こ
ろ
で
、
山
村
の
歴
史
を
た
ど
る
場
合
、

近
代
登
山
と
の
関
わ
り
に
触
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
有
峰
の
場
合
も
、
古
来
、
宗
教
の
山
で

あ
っ
た
薬
師
岳
が
、
近
代
登
山
の
対
象
に
な

っ
て
い
く
。
著
者
は
言
う
。
「
日
本
の
近
代

登
山
の
幕
が
開
い
た
」
が
、
そ
こ
に

「山
里

カット 中村あや

の
悲
劇
は
絡
ん
で
こ
な
か

っ
た
」
「
ほ
ん
の

一
端
に
で
も
い
い
か
ら
、
忘
れ
ら
れ
ゆ
く
山

住
み
の
日
本
人
に
対
す
る
な
に
が
し
か
の
言

及
、
ま
た
最
低
限
の
関
心
と
い
う
も
の
を
示

し
て
ほ
し
か

っ
た
」。
ウ
エ
ス
ト
ン
や
深
田

久
弥
に
つ
い
て
も
、
「山
の
民
」
に
対
す
る

配
慮
の
足
り
な
さ
を
指
摘
し
、
手
厳
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
戦
後
の
経
済
構
造
の
激
変

の
中
、
日
本
中
に
い
っ
た
い
幾
つ
の
「有
峰
」

の
物
語
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
五
年
二
月
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
発
行

二
三
七
ペ
ー
ジ
　
千
九
百
円

図
書
室
未
蔵
書
　
　
　
　
（三
好
ま
き
子
）

今
尾
恵
介

・
著

『地
図
の
遊
び
方
』

今
ま
で
地
形
図
を
扱

っ
た
地
図
の
本
と
い

え
ば
、
堀
諄

一
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る
紀
行
も

の
か
、
記
号
の
読
図
を
中
心
と
し
た
ク
イ
ズ

も
の
が
多
か
っ
た
。
遊
び
と
銘
打

っ
た
場
合

で
も
、
そ
れ
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
こ

の
本
は
、
や
は
リ
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

一
言
で
言
え
ば
、
徹
底
し
て
個
人
地
図
趣

味
的
な
本
だ
と
い
え
よ
う
。
図
幅
の
ほ
と
ん

ど
が
海
と
い
う
地
図
を
集
め
て
喜
ぶ

〃お
タ

ク
〃
ぶ
り
が
冒
頭
か
ら
登
場
す
る
。
そ
れ
を

著
者
自
身
が
自
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
こ
そ
こ
の
本
の
真
骨
頂
が
あ
る
と
い

え
る
。

も

っ
と
も
、
お
タ
ク
ぶ
り
と
い
っ
て
も
、

決
し
て
閉
鎖
的
な
関
心
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

そ
こ
は
現
実
と
つ
な
が
る
地
図
の
世
界
で
あ

る
。
日
本
の
地
形
図
が
、
記
号
に
関
し
て
、

海
外
の
も
の
に
比
べ
役
所
記
号
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
り
、
観
光
企
業

の
自
社
本
位
の
地
図
づ
く
り
に

ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
し

そ
れ
が
手
書
き
地
図
の
制
作
者
と
い
う
職
業

的
な
手
腕
を
生
か
し
、
実
証
的
に
提
示
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
説
得
力
が
あ
る
。
と
は
い

え
、
そ
れ
も
遊
び
の

一
環
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
そ
う
し
た
職
業
的
制
約
か
ら

か
、
あ
る
い
は
個
人
的
な
趣
味
の
問
題
か
ら

か
、
山
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
地
図
の
本
と
し
て
は
む

し
ろ
ユ
ニ
ー
ク
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

一
九
九
四
年
八
月
　
け
ゃ
き
出
版
発
行

三
二
〇
ペ
ー
ジ
　
千
四
百
円
（山
口
裕

一
）

小
倉
董
子

・
著

『こ
れ
な
ら
安
心

・
出
歩
き
入
門
』

「未
知

へ
の
挑
戦
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

小
倉
董
子
さ
ん
が
、
五
十
年
間
の
登
山
と
山

歩
き
で
体
得
し
た
知
恵
と
山
歩
き
の
楽
し
み

方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
表
題
の

本
を
上
梓
し
た
。

●
さ
あ
、
山
へ
行
こ
う
―

（準
備
編
）
…

で
は
地
図
や
計
画
に
つ
い
て
　
●
い
ざ
、
山

歩
き
の
日

（実
践
編
）
…
で
は
山
歩
き
の
心

得
を
　
●
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ
！
山
の
準
備
…

で
は
靴
や
服
装
の
準
備
な
ど
に
続
い
て
　
●

危
険
の
予
防
と
対
策
　
●
安
心
の
た
め
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
…
に
つ
い
て
述
べ
　
●
山
の
楽

し
み
と
こ
だ
わ
り
…
で
は
山
の
楽
し
さ
を
広

げ
る
た
め
の
食
事
、
山
菜
、
温
泉
、
さ
ら
に

は
森
林
の
生
態
学
、
高
山
植
物
、
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
に
至
る
ま
で
、
山
登
り
の
た
め

に
必
要
な
エ
キ
ス
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

初
心
者
に
は
大
変
親
切
で
分
か
り
や
す
く
、

随
所
に
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
が
挿
入
さ
れ
、

読
ん
で
見
て
楽
し
く
、
コ
ラ
ム
欄
で
は
山
登

り
に
お
け
る
問
題
点
も
説
か
れ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
る
文
部
省
登
山
研
修
所
委
員

と
し
て
の
経
験
か
ら
、
安
全
登
山
の
基
本
と
　
＞

山
歩
き
の
楽
し
み
方
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
　

８

初
心
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
こ
れ

一　
＜

冊
あ
れ
ば
と
い
う
適
書
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
五
月
　
主
婦
と
生
活
社
発
行

Ａ
５
判

　

一
六
ｏ
ペ
ー
ジ
　
千
四
百
円

（細
井
澄
子
）

田
口
二
郎

・
著

『東
西
登
山
史
考
』

本
書
は
、
仕
事
柄
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
に
豊

富
な
経
験
を
有
し
、
ま
た
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
史
に
足
跡
を
残
し
た
著
者
な
ら
で

は
の
同
時
代
史
的
な
比
較
文
化
史
論
で
あ
る
。

二
部
構
成
か
ら
な
る
。
第

一
部
は
、
志
賀

重
昴
が
ガ
ル
ト
ン
か
ら
、
小
島
烏
水
が
ラ
ス





(第二種郵便物認可)山  604-199509・ 20

東

西
南

北

冒冒
寓買
▼    7   7    ▼

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
七
枚
以
内

で
お
願
い
し
ま
す
）

カット 中村あや

近
藤
茂
吉
氏
、
三
枝
守
博
氏
の
葉
書

望
月
達
夫

草
創
期
の
会
員
が
ご
存
命
中
に
、
で
き
る

だ
け
古
い
時
代
の
登
山
の
思
い
出
な
ど
を
執

筆
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
の
が

『山

岳
』
編
集
者
と
し
て
の
私
の
切
な
る
希
望
で

あ
り
ま
た
主
要
な
目
的
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
種
々
の
理
由
で
そ
れ

は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
も
の
が
多
い
。

○
昭
和
三
十
八
年
二
月
十
四
日
、
近
藤
茂
吉

氏
か
ら
札
幌
市
の
望
月
へ
、
葉
書

拝
復
　
本
月
四
日
附
の
貴
翰
拝
見
い
た
し
ま

し
た
　
御
厚
意
の
程
篤
く
御
礼
申
し
上
け
ま

す
、
老
生
四
年
前
よ
り
右
眼
失
明
し
左
眼
も

白
内
障
に
て
筆
執
る
事
甚
だ
難
儀
の
上
過
去

の
登
山
記
録
類
戦
災
に
て
焼
失
せ
し
次
第
故

「山
岳
」
へ
の
寄
稿
の
件
は
是
非
御
宥
恕
願

い
ま
す
／
北
海
道
に
て

「山
岳
」
御
編
集
の

御
苦
労
御
察
し
申
し
上
け
ま
す
　
今
後
共
引

続
き
御
尽
力
の
程
御
願
い
申
し
ま
す
　
返
事

遅
れ
ま
し
て
失
礼
御
ゆ
る
し
下
さ
い

勿
々

○
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
九
日
消
印
、
三
枝

守
博
氏
か
ら
武
蔵
野
市
境
の
望
月
へ
、
葉

童
日

御
書
面
頂
き
な
が
ら
御
返
事
延
引
申
訳
あ
り

ま
せ
ん
　
先
月
末
頃
よ
り
健
康
を
害
し
居
り

目
下
静
養
致
し
て
居
り
ま
す
　
御
申
越
の
件

只
今
は
何
と
も
御
返
事
出
来
か
ね
ま
す
が
幸

に
健
康
に
な
り
ま
し
た
ら
又
改
め
て
御
返
事

申
上
げ
ま
す
　
尚
写
真
は
原
板
が
会
の
事
務

所
に
あ
っ
た
為
め
大
正
十
二
年
に
横
浜
で
焼

失
致
し
ま
し
た
　
多
少
自
宅
に
あ
り
ま
し
た

も
の
も
疎
開
致
す
時
東
京
に
残
し
ま
し
た
為

め
こ
れ
も
全
部
失
い
し
ま
し
た

（後
年
二
枝
氏
は
健
康
を
取
り
戻
さ
れ
図
書

委
員
会
が
計
画
し
た

「山
岳
史
懇
談
会
」
の

第

一
回
―
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
九
日
―

に
出
席
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
探

検
時
代
の
貴
重
な
足
跡
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

た
。
詳
細
は
同
氏
の
追
悼
が
収
載
さ
れ
て
い

る

「山
岳
」
七
〇
年
二
五
九
頁
以
下
を
参
照

さ
れ
た
い
）

遥
か
な
る

マ
ウ
ン
ト

・
シ
ャ
ク
サ
ン

福
岡
支
部

・
堤
甚
五
郎

ア
メ
リ
カ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
北
、
カ
ナ

ダ
寄
り
に
悠
然
と
そ
び
え
る
マ
ウ
ン
ト

ｏ
シ

ャ
ク
サ
ン

（二
七
八
二
メ
ー
ト
ル
）
は
、
ノ

ー
ス
キ
セ
ケ
ー
ド
国
立
公
園
に
属
し
、
多
く

の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
憧
れ
の
山
で
あ
る
。
そ
の

北
東
方
約

一
ｏ
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
前

衛
峰
ノ
ク
シ
ャ
ヮ
ク

・
タ
ヮ
ー

（五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
）
と
と
も
に
、
全
米
に
有
名
で
あ
る
。

頂
上
か
ら
中
腹
ま
で
は
万
年
雪
に
覆
わ
れ
、

カ
ー
チ
ス
ガ
レ
ツ
シ
ャ
ー
、
ハ
ン
キ
ン
グ
、

プ
ラ
イ
ス
な
ど
数
条
の
氷
河
を
持
ち
―
こ
と

に
プ
ラ
イ
ス
氷
河
は
ア
イ
ス
・
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
メ
ッ
ヵ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
シ

ャ
ク
サ
ン
の
西
方
、
約

一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
マ
ウ
ン
ト

・
ベ
ー
カ
ー

（三
二
八
五

メ
ー
ト
ル
）
を
女
性
的
と
見
る
な
ら
、
シ
ャ

ク
サ
ン
は
男
性
的
雄
峰
と
し
て
堂
々
と
そ
び

え
て
い
る
。
そ
の
容
姿
に
惹
か
れ
て
、
国
内

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
登
山
者

も
し
ば
し
ば
踏
み
跡
を
残
し
て
い
る
。
ル
ー

卜
は
ベ
ー
カ
ー

・
ス
キ
ー
場
裏
手
か
ら
三
時

間
で
レ
ー
ク

・
ア
ン
に
、
さ
ら
に
七
時
間
以

上
を
費
や
し
て
、
よ
う
や
く
頂
上
へ
立

つ
こ

と
が
で
き
る
。
な
か
な
か
に
手
強
い
、
上
級

者
向
き
の
逸
品
と
目
さ
れ
て
い
る
。

以
上
は
下
関
市
出
身
の
Ｍ

ｏ
Ｔ
君
が
、
ス

キ
ー
場
に
着
く
ま
で
の
車
中
で
聞
か
せ
て
く

れ
た
も
の
だ
が
、
彼
は
か
つ
て
、
北
九
州
の

Ｍ
山
岳
会
に
所
属
し
、
南
米

・
ア
ン
デ
ス
の

ア
コ
ン
カ
グ
ア
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
も
足
を
踏
み

入
れ
て
い
る
。
私
の
次
女
と
結
婚
し
て
以
来
、

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
居
住
し
て
す
で

に
二
十
年
。
当
地
の
カ
ナ
ダ
山
岳
会
に
在
籍

し
、
余
暇
を
作

っ
て
は
精
進
を
続
け
、
シ
ャ

ク
サ
ン
に
は
四
回
登
攀
を
試
み
、
二
回
ほ
ど
　
＞

は
頂
上
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。　
　
　
　
　
１０

さ
て
私
た
ち
は
、
テ
ー
ブ
ル

・
マ
ウ
ン
テ
　
＜

ン
か
ら
シ
ャ
ク
サ
ン
の
偉
容
に
接
し
よ
う
と
、

四
月
二
十
九
日
早
朝
出
発
。
十

一
時
過
ぎ
国

境
に
着
い
た
が
、
出
国
の
車
列
に
十
五
分
以

上
も
待
た
さ
れ
、
ベ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ー
場
駐

車
場
に
着
い
た
の
は
十
二
時
半
過
ぎ
。
こ
こ

で
軽
食
を
済
ま
せ
る
や
、
足
ご
し
ら
え
も
し

っ
か
り
と
早
速
に
出
発
。
夏
の
踏
み
路
か
ら

推
し
て
積
雪
は
三
～
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
、

と
い
う
娘
の
説
明
に
驚
き
な
が
ら
、
そ
れ
を

踏
み
つ
け
て
登
る
。
雪
は
意
外
と
湿
り
気
が

多
く
、
老
い
の
足
は
と
か
く
潜
り
が
ち
で
、

娘
と
婿
に
前
後
を
護
ら
れ
な
が
ら
の

一
足
、

ま
た

一
足
で
あ
る
だ
け
に
、
テ
ー
ブ
ル

ｏ
マ

ウ
ン
テ
ン
は
あ
く
ま
で
も
遠
く
、
随
分
と
遥
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か
に
思
え
、
い
わ
ん
や
シ
ャ
ク
サ
ン
は
今
や

雲
の
中
で
さ
え
あ
る
。

難
行
苦
行
を
重
ね
、
よ
う
や
く
十
五
時
に

昼
食
を
と

っ
た
が
、
柳
行
李
に
詰
め
た
弁
当

は
美
味
し
く
、
梅
干
の
酸
味
が
故
国
の
山
旅

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
て
嬉
し
い
。
箸
を
休

ま
せ
て
見
渡
す
と
、
広
大
な
雪
原
、
壮
大
な

斜
面
を
前
に
、
見
る
か
ら
に
雄
大
な

マ
ウ
ン

ト

・
シ
ャ
ク
サ
ン
が
そ
び
え
、
続
く

マ
ウ
ン

ト

ｏ
ル
ー
ス
、
ト
ミ
ホ
イ

●
ピ
ー
ク
、
ボ
ー

ダ
ー

・
ピ
ー
ク
、
国
境
を
越
え
て
、
セ
ラ
ソ

セ
山
群
を
は
じ
め
カ
ナ
ダ
の
山
々
が
、
い
ず

れ
も
雪
を
深
々
と
被

っ
て
見
え
た
。
バ

ン

ク
ー
バ
ー
の
市
街
か
ら
朝
夕
親
し
ん
で
い
た

ラ
イ
オ
ン

ｏ
ピ
ー
ク
の
双
峰
が
、
遥
か
に
見

え
よ
う
か
と
楽
し
ん
で
い
た
が
…
…
雲
の
彼

方
ら
し
く
、
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か

っ
た
。

こ
の
偉
大
な
山
群
を
、
晴
天
の
下
に
と
ら

え
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
展
望
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
私
は
こ
の
上
な
い
満
足
に
包
ま
れ
て

い
た
。
目
に
焼
き

つ
い
た
シ
ャ
ク
サ
ン
の
山

容
を
後
に
、
下
山
の
足
は
軽
や
か
で
あ

っ

灘
鸞
一灘

詩

一辮
一”一“一̈鸞
一̈鸞
一一一癬
一一”轍
一一灘
一一爾
一一雛
一一鐵
一鸞
”翻

荒
賀
憲
雄

川
っ
ぷ
ち
に

い
い
飲
屋
を
み
つ
け
た
と

古
い
山
仲
間
を
さ
そ
っ
た

夜 に
」卜、
dD
い

橋
の
た
も
と
の
闇
の
な
か
で

な
つ
か
し
い
に
お
い
に
出
会

っ
た

夕
方

疲
れ
き

っ
て
天
場
に
た
ど
り
着
い
た
と
き

か
な
ら
ず
嗅
ぐ

あ
の
に
お
い

米
と

野
菜
と
い
く
ら
か
の
肉
の
煮
え
る

…
排
泄
物
の
け
は
い
さ
え
か
す
か
に
混

っ
た

清
潔
な
シ
ー
ツ
と

換
気
や
冷
房
の
ゆ
き
と
ど
い
た

日
々
の
く
ら
し
の
な
か
で

わ
す
れ
き

っ
て
し
ま

っ
て
い
た

魂
の
に
お
い

い
っ
ぴ
き
の
獣
に
な
っ
て

霧
と
這
松
の
あ
い
だ

空
き
腹
を
抱
え
て
さ
ま
よ
っ
て
い
た
と
き
の

鋭
い
嗅
覚
が

遠
く
か
ら
と
ら
え
て
い
た

い
の
ち

街
の

夜
の
底
の
ど
こ
か
ら

こ
の
に
お
い
は
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う

わ
か
ら
な
か

っ
た

わ
か
ら
な
か

っ
た
が
誰
も

し
ば
ら
く
動
こ
う
と
し
な
か

っ
た

マッキンリーのトイレ

大蔵喜福

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
五
二

五
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
、
い
ま
ま
で
な
か

っ
た
簡
易
ト
イ
レ
が
今
年
出
現
し
た
。
と

い
っ
て
も
雪
面
に
木
製
の
便
座
が
そ
の
ま

ま
ポ
ツ
ン
と
あ
る
だ
け
、
容
量
は
ポ
ケ

ッ

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
程
度
の
も
の
だ
。
周
り
は

汚
れ
、
排
出
物
が
山
と
築
か
れ
て
お
り
、

お
尻
を

つ
つ
く
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い

た
。
崩
し
に
か
か
る
の
だ
が
、
な
に
せ
凍

り

つ
い
て
手
に
負
え
な
い
。
満
杯
に
な

っ

た
ら
誰
か
が
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
ク
レ
バ
ス
に

捨
て
に
行
く
、
人
任
せ
な
も
の
だ
。

い
ま
ま
で
こ
の
地
点
で
は
、
排
泄
物
処

理
に
つ
い
て

［大
便
は
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
し

て
深
い
ク
レ
バ
ス
に
捨
て
る
。
使
用
済
み

の
ペ
ー
パ
ー
は
拾

っ
て
ゴ
ミ
と

一
緒
に
搬

出
す
る
］
と
い
う
提
案
が
比
較
的
守
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
便
器
が
設
置
さ
れ
る

と
話
は
違

っ
て
く
る
。
手
間
が
省
け
る
と

ば
か
り
登
山
者
が
殺
到
。
そ
う
考
え
る
と
、

な
ぜ

ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
簡

易
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
の
か
、
そ
の
真
意

が
よ
く
分
か
ら
な
く
な

っ
た
。
山
の
中
に

設
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
箱
と
同
様
に
、
反
対
に

責
任
回
避
の
民
度
の
低
い
登
山
者
を
増
や

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
っ
た
。

高
山
で
の
入
山
者
の
数
を
考
え
れ
ば
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

環
境
先
進
地
ア
ラ
ス
カ
な
ら
で
は
の
悩
み

だ
。
排
泄
物
処
理
問
題
で
国
立
公
園
局
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
ク
レ
バ
ス
ヘ
の
廃
棄
よ
り

い
い
案
は
な
い
と
し
て
い
る
。
が

「
テ
イ

ク
イ
ン
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
厳
密
に
守

る
な
ら
ば
、
登
山
者

一
人
ひ
と
り
が
下
界

ま
で
下
ろ
す
こ
と
が

一
番
よ
い
方
法
だ
。

そ
こ
で
、
試
し
に
私
は
自
分
の
モ
ノ
を

下
界
ま
で
運
び
下
ろ
し
て
み
た
。
便
秘
気

味
だ
っ
た
こ
と
で
十
七
日
間
の
登
山
中
、

大
便
は
六
回
と
極
端
に
少
な
か
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
以
上
の
二
回
分

を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
ガ
チ
ガ
チ
に
凍

ら
せ
て
持

っ
て
下
り
た
。
重
量
も
嵩
も
さ

し
た
る
も
の
で
は
な
く
抵
抗
は
な
か
っ
た
。

も
し
す
べ
て
の
回
数
分
を
運
び
下
ろ
し
た

と
し
て
も
ニ
キ
ロ
弱
と
推
量
し
た
。
人
そ

れ
ぞ
れ
の
量
だ
ろ
う
が
、
持

っ
て
降
り
る

の
も
不
可
能
で
は
な
い
と
感
じ
た
。

だ
が
、
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
約
千
人

も
の
登
山
者
の
排
泄
物
が
下
界
に
収
集
で

き
た
と
し
て
も
、
つ
ぎ
に
ど
う
処
理
す
る

の
か
、
こ
れ
ま
た
難
題
。
い
ず
れ
に
し
て

も
糞
味
噌
に
扱
え
る
代
物
で
な
い
の
は
確

か
で
あ
る
。

(11)
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麟
難
鐵

短
歌

轟
麟
鐵
翻麟
麟
轟
醐蠅
鐵
熙卿鐵
鐵
麟

鳥
海
山

・
夏

大
橋
克
也

稲
妻
の
切
り
裂
く
雲
間
絶
え
絶
え
に

明
日
立
ち
向
う
山
稜
の
見
ゆ

滝
の
小
屋
の
静
寂
に
天
の
川
を
視
る

星
の
雫
に
目
を
癒
さ
ん
と

荒
々
し
き
岩
と
砂
礫
の
崖
辿
り

息
子
と
立
ち
し
鳥
海
の
峰

恐
竜
の
背
と
も
見
え
し
岩
稜
に

這
い
く
る
霧
ぞ
共
に
巻
か
れ
し

ほ
こ
ろ
び
し
息
子
の
ズ

ッ
ク
捨
て
難
く

共
に
登
り
し
汗
洗
い
置
く

「プラック・
サマー」再び

江本嘉伸

第
二
の
高
峰
、
Ｋ
２

（八
六

一
一
メ
ー

ト
ル
）
で
ま
た
も
悲
劇
が
起
き
た
。

こ
の
夏
、
Ｋ
２
に
は
二
つ
の
ス
ペ
イ
ン

隊
、
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
隊
、
オ
ラ
ン
ダ
隊
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
合
同
隊

の
計
六

つ
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
入
山
し
て
い
た
。
雪
が
多

く
、
各
隊
と
も
苦
労
が
続
い
て
い
た
。

八
月
十
三
日
、
こ
の
う
ち
の
六
人
が
Ｋ

２
の
頂
上
に
追

っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
ロ
ブ

ｏ
ス
レ
イ
タ
ー
、

こ
の
五
月

ェ
ベ
レ
ス
ト
無
酸
素
登
頂
を
な

し
と
げ
て
話
題
と
な

っ
た
イ
ギ
リ
ス
女
性

の
ア
リ
ソ
ン

・
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
、

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ド
の
ブ
ル
ー
ス

・
グ
ラ
ン
ト
、

ス
ペ
イ
ン
隊
の
ロ
レ
ン
ソ

・
オ
ル
テ
ィ
ス
、

ハ
ビ

エ
ル

・
エ
ス
カ
ル
テ
イ
ン
、

ハ
ビ

エ

ル

。
オ
リ
バ
ル
の
六
人
で
あ
る
。

十
七
日
に
な

っ
て
、
六
人
全
員
が

「登

頂
直
後
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
て
遭
難
し

た
」
と
の
衝
撃
的
な

一
報
が
イ

ス
ラ

マ

バ
ー
ド
に
伝
え
ら
れ
た
。

遭
難
前
後
の
状
況
は
、
三
日
後
ス
カ
ル

ド
に
飛
ん
だ
英
イ
ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ト
紙

の
記
者
に
語

っ
た
二
人
の
ス
ペ
イ
ン
隊
員
、

ロ
レ
ン
ソ
・
オ
ル
タ
ス
と
ペ
ペ

・
ガ
ル
セ

ス
の
証
言
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
二
人
は

八
月
十
三
日
当
日
、
「疲
れ
果
て
て
」
登

頂
を
諦
め
、
最
終
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
に

残

っ
て
い
た
の
だ
。

「無
線
の
交
信
に
よ
れ
ば
、
六
人
は
午
後

六
時
か
ら
七
時
に
か
け
て
登
頂
し
た
よ
う

だ
」
と
、
二
人
は
言
う
。
「し
か
し
、
八

時
か
ら
十
時
に
か
け
て
も
の
す
ご
い
風
が

吹
い
た
」

テ
ン
ト
が
裂
け
、
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
二
人
は
明
け
方
ま
で
雪
の
中

に
じ
っ
と
し
て
い
た
と
い
う
。
朝
に
な
っ

て
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
向
か
っ
て
下
山
を
始

め
た
が
、
疲
労
困
ぱ
い
し
て
い
た
。
通
常

は
八
時
間
で
行
け
る
は
ず
の
キ
ャ
ン
プ
ま

で
下
る
の
に
五
十
時
間
か
か
っ
た
。

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
の
も
の
ら
し
い
紫
の

上
着
と
靴
、
そ
れ
に
ハ
ー
ネ
ス
を
下
山
の

途
中
、発
見
し
た
。頂
上
直
下
か
ら
飛
ば
さ

れ
て
き
た
も
の
ら
し
か
っ
た
。
第
ニ
キ
ャ

ン
プ
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で

は
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
で
は
な
い
か
と
み
ら

れ
る
遺
体
を
見
た
が
、
す
で
に
暗
く
な
っ

て
お
り
、
疲
れ
き
っ
て
い
た
の
で
近
く
に

行

っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

他
の
登
頂
者
も
突
風
に
飛
ば
さ
れ
た
か
、

倒
れ
た
と
想
像
さ
れ
た
。
加
え
て
、
高
山

病
の
た
め
六
人
に
別
れ
て
下
山
し
た
は
ず

の
カ
ナ
ダ
人
、
ジ
ェ
フ
ｏ
レ
イ
ク
ス
も
、

十
四
日
、
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｋ
２
の
遭
難
と
い
え
ば
、
八
六
年
六
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
各
国
の
十
二
人
が
、

次
々
に
倒
れ
た
「ブ
ラ
ッ
ク

・
サ
マ
ー
（暗

い
夏
）
」
が
記
憶
に
新
し
い
。
当
時
こ
の

コ
ラ
ム
で
も
書
い
た
（八
六
年
九
月
号
『Ｋ

２
の
悲
劇
』
）が
、
頂
上
か
ら
下
降
中
に
転

落
、
あ
る
い
は
嵐
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
衰
弱

し
て
い
っ
た
者
が
大
半
だ

っ
た
。

今
回
も
、
登
頂
後
に
起
き
た
遭
難
と
い

う
点
で
は
似
て
い
る
。
シ
ェ
ル
パ
の
サ

ポ
ー
ト
の
な
い
Ｋ
２
で
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を

使
用
し
に
く
い
こ
と
も

一
因
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
ア
リ
ソ
ン

ｏ

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
の
場
合
は
、
「無
酸
素
」

が
条
件
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
可
能
な
ら
ば

年
内
に
第
二
の
高
峰
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
に
も
登
る
つ
も
り
だ
っ
た
、
と
伝
え

ら
れ
る
。　
一
年
で
世
界
最
高
の
三
つ
の
頂

き
の
す
べ
て
に
無
酸
素
登
頂
し
よ
う
と
い

う
野
心
を
秘
め
て
い
た
わ
け
だ
。

「羊
と
し
て
千
日
を
生
き
る
よ
り
は
、

虎
と
し
て

一
日
を
生
き
た
い
」
と
い
う
言

葉
を
ア
リ
ソ
ン
は
好
き
だ
っ
た
、
と
パ
ト

ト
ナ
ー
の
山
岳
写
真
家
、
ジ
ム

・
バ
ラ
ー

ド
は
言
う
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
幼
い
子

ど
も
、
ト
ム
と
ケ
イ
ト
の
こ
と
を
思
え
ば
、

そ
ん
な
に
急
が
ず
に
、
「勇
敢
な
羊
」
と

し
て
五
百
日
を
生
き
て
も
よ
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
、
と
思
う
。

(12)
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団

目

七
月
理
事
会

日
時
　
七
月
十
三
日
困
　
十
八
時
三
十
分
～

二
十

一
時
四
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
村
木
会
長
、
宮
下
、
斎
藤
各
副

会
長
、
大
屋
、
吉
永
、
中
川
、
大
谷
、
伊
藤
、

水
野
、
堀
井
、
渡
邊
、
溝
口
、
山
本
、
田
邊
、

宇
田
川
、
熊
崎
、
大
蔵
各
理
事
、
川
崎
、
石

橋
各
監
事
、
小
倉
、
大
倉
、
村
井
、
大
森
、

神
崎
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
中
村
副
会
長
、
松
浦
、
南
井
各
理

事
【審
議
事
項
】

Ｈ
　
日
本
山
岳
会
所
蔵
写
真
資
料
複
写
許
可

要
請
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

松
本
市
立
博
物
館
主
管
特
別
展

「
日
本
ア

ル
プ
ス
と
近
代
詩
歌
展
」
（七
月
十
八
日
～

八
月
二
十
日
）
出
展
の
た
め
、
小
島
烏
水
、

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ
エ
ス
ト
ン
、
上
條
嘉
門
次

二
人
の
写
真

（大
町
博
物
館
所
蔵
）
の
複
写

許
可
要
請
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
承
認

口
　
一
六
ミ
リ
映
画
借
用
依
頼
の
件
　
水
野

い
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
社
よ
り

「ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夕
べ
」
（九
月
二

日
～
二
十
九
日
）
を
全
国
八
都
市
で
開
催
の

た
め
、
本
会
所
蔵
の

一
六
ミ
リ
映
画

「
マ
ナ

ス
ル
に
立
つ
」
の
借
用
依
頼
要
請
が
あ
っ
た

（本
会
内
規
に
照
ら
し
、
相
手
方
の
了
承
の

も
と
に
、
と
の
条
件
を
付
け
て
）
　
　
承
認

口
　
九
十
周
年
実
行
委
員
会
委
員
追
加
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

山
口
俊
輔
会
員

（ＮＯ
四
九
七
六
）
の
九
十

周
年
実
行
委
員
六
月
八
日
理
事
会
承
認
済
み

の
組
織
名
簿
に
記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
の
で
確

認
を
願
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
　
越
後
支
部
長
の
交
代
に
つ
い
て
　
大
屋

七
月
八
日
支
部
総
会
に
お
い
て
、
佐
藤

一

栄
↓
五
十
嵐
篤
男

（Ｎ〇
二
七
八
五
）
会
員
が

選
任
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

口
　
副
会
長
の
職
務
代
行
の
順
序
に
つ
い
て

大
屋

①
宮
下
副
会
長
　
②
斎
藤
副
会
長
　
③
中

村
副
会
長
の
順
序
の
確
認
を
願
う
。
　

承
認

因
　
夫
婦
会
員
の
年
会
費
に
つ
い
て
　
大
屋

一
方
が
終
身
会
員
の
場
合
に
お
い
て
の
疑

議
が
出
さ
れ
た
が
総
会
経
過
後
で
あ
り
、
来

年
度
よ
り
定
款
に
基
づ
き
、
本
人
通
知
の
上

で
対
処
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

問
　
九
十
周
年
合
同
募
金
現
況

（七
月
十
三

日
現
在
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋

会
員
募
金
　
延
べ
千
四
百
二
十
二
名

一
千
九
百
二
十
万
九
千
六
百
三
円

企
業
募
金
　
九
十
社

（団
体
）

二
千
三
百
五
十
九
万
円
　
　
承
認

０
　
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
　
　
大
倉

六
月
二
十
七
日
、
西
蔵
登
山
協
会
に
五
百

十
八
万
千
九
十
六
円
を
支
払

っ
た
。
　

承
認

Ｏ
　
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
よ
り
　
　
　
　
　
神
崎

第
四
回
国
際
交
流
青
少
年
環
境
体
験
登
山

一
九
九
五
（二
月
理
事
会
で
名
義
後
援
承
認
）

を
八
月
二
十
日
～
二
十
七
日
、
長
白
山

（白

頭
山
）
で
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
か
ら

参
加
す
る
お
茶
の
水
高
校
、
富
山
県

ｏ
泊
高

校
、
そ
の
他
の
出
場
高
校
教
員
に
対
し
、
本

会
か
ら
の
派
遣
推
薦
状
を
要
請
す
る
。
承
認

【報
告
事
項
】

０
　
定
款
変
更

（入
会
金
等
）
に
関
し
て
は
、

社
団
法
人
格
な
ど
を
検
討
の
上
文
部
省
に
要

請
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
木
会
長

口
　
役
員

・
委
員
会
名
簿
記
載
の
委
員
会
委

員
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
以
外
の

特
別
、
専
門
、
支
部
、
協
力
委
員
の
表
示
は

（特
）
（専
）
（支
）

（協
）
な
ど
の
頭
文
字

表
示
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川

国
　
七
年
度
よ
り
常
任
理
事
会
と
理
事
会
を

分
け
、
第
二
水
曜

ｏ
木
曜
と
し
て
十
分
審
議

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
大
屋

回
　
本
会
入
会
に
際
し
て
、　
一
部
に
安
易
に

過
ぎ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
本
年
度

総
会
承
認
の
組
織
見
直
し

（新
会
員
は
二
年

経
過
後
に
紹
介
可
能
と
す
る
な
ど
）
の
趣
旨

を
踏
襲
し
て
、
本
会
員
と
し
て
の
品
位
の
維

持
昂
揚
に
努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
中
川

０
　
通
産
大
臣
宛
の

「プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
登

山
靴
の
突
然
破
壊
に
関
す
る
安
全
基
準
設
定

に
つ
い
て
の
山
岳
四
団
体
の
要
望
書
」
に
つ

い
て
日
山
協
、
労
山
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
か
ら

申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。
（会
と
し
て
は
都
岳

連
、
新
Ｐ
Ｌ
法
な
ど
を
考
慮
し
て
要
望
の
必

要
な
し
と
判
断
す
る
）

因
　
「
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
議
会
規
約
（案
）
」

が
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

宇
田
川

問
　
日
本
山
岳
会
内
規
項
目
通
り
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
規
定
、
内
規
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ら
を
例
規
集
と
し
て
原
文
通
り
で
取
り
ま

と
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

０
　
職
員
期
末
手
当
は
七
月
十
二
日
本
会
規

定
通
り
支
給
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
吉
永

０
　
名
誉
会
員
を
囲
む
会
を
八
月
二
十
三
日

当
ル
ー
ム
で
開
催
す
る
。
　
　
　
　
　
大
屋

(13)
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０
　
「山
岳
」
第
九
〇
年
は
編
集
計
画
通
り

進
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
邊

ロ
　
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊

一
九
九
五
　
村
井

①
六
月
二
十
日
、
池
袋
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
登
頂
祝
賀
会
が
盛
会

裡
に
行
わ
れ
た
。

②
登
山
隊
事
務
局
は
七
月
二
十
三
日
に
荷
物

の

一
部
を

一
〇
四
号
室
に
移
し
、
七
月
二
十

日
に
閉
鎖
、
読
売
新
聞
社
へ
返
還
す
る
。

国
　
九
十
周
年
記
念
事
業
に
関
し
て

①
記
念
晩
餐
会
の
会
長
特
別
表
彰
に
つ
い
て

村
木
会
長

登
山
活
動
、
山
に
関
す
る
文
化
的
活
動
に

対
し
て
貢
献
度
の
高
い
人
の
推
薦
を
願
う
。

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
大
森

十
月
十
四
日
０
十
時
三
十
分
～
十
七
時
、

新
高
輪
プ
リ
ン
ス
・
パ
ミ
ー
ル
館
で
開
催
。

●
自
然
環
境
を
テ
ー
マ
に
ヨ
セ
ミ
テ
公
園

（米
）
・
メ
ド
レ
ー
会
長
を
ゲ
ス
ト
に
。

●
中
高
年
登
山
を
テ
ー
マ
に
メ
ー
ン
キ
ャ
ス

ト
斎
藤
副
会
長
で
。

●
海
外
登
山
十
回
の
隊
員
を
迎
え
て
、
日
本

山
岳
会
こ
の
十
年
の
歩
み
。

な
ど
を
円
卓
座
談
会
議
方
式
等

＊
慶
雲
の
間
で
は
壁
面
に
本
会
所
蔵
の
絵
画

の

一
部
を
展
示
、
各
委
員
会
の
説
明
パ
ネ
ル

の
展
示
な
ど
。

③
式
典
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
広
報
　
　
　
中
川

「山
」
八
月
号
、
九
月
号
に
掲
載
。
会
員
案

内
状
は
九
月
中
旬
に
発
送
予
定
。

④
九
十
周
年
記
念
式
典
、
各
委
員
会
の
予
算

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

八
月
中
旬
ま
で
に
予
算
書
の
提
出
を
要
望

す
る
。
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
式
典
に
対
す
る
助
成

金
支
出
＝
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
支
出
済
み
、
京

都

・
岐
阜
ブ
ロ
ッ
ク
＝
七
月
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
＝
八
月
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
＝
九
月
、
支
出

予
定
。

⑤
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
　
大
屋

式
典
、
各
行
事
、
事
業
委
員
会
の
予
定
が

出
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
中
間
統
括
の
意
味

合
い
を
含
め
て
、
九
十
周
年
記
念
事
業
委
員

会
を
開
催
す
る
。

固
　
青
年
部
ム
ス
タ
ー
グ

・
ア
タ
山
群
登
山

隊
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
川

日
本
山
岳
会
青
年
部

「
日
本
木
斯
塔
格
阿

塔
山
群
登
山
隊

一
九
九
五
」
（六
月
理
事
会

承
認
）
は
七
月
二
十

一
日
～
八
月
二
十
七
日

ま
で
二
十
八
日
間
の
予
定
で
出
発
す
る
に
あ

た
り

「
二
十
代
の
隊
員
を
中
心
と
し
て
、
総

隊
長

ｏ
川
上
隆
、
登
山
隊
長

・
絹
川
祥
夫
以

下
八
名
で
、
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
若

手
育
成
を
期
し
、
元
気
に
い
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
絹
川
隊
長
よ
り
挨
拶
が
あ

っ
た
。

固
　
山
研
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口

七
月
～
十
月
の
宿
泊
申
込
書
に
よ
る
予
定

に
空
き
が
多
い
。
会
員
の
積
極
的
な
利
用
を

願
い
た
い
。

日
　
図
書
室
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
水
野

部
屋
の

一
部
漏
水
の
た
め
今
週
は
休
室
と

す
る
。
部
屋
の
利
用
に
つ
い
て
は
規
定
を
遵

守
し
て
、
図
書
室
に
お
け
る
会
議
、
作
業
な

ど
は
会
員
と
し
て
の
品
位
を
保
ち
、　
一
切
差

一

し
控
え
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

関
　
ル
ー
ム
夏
季
休
館
に
つ
い
て
　
　
大
屋

一

八
月
十
四
日
口
～
十
九
日
０
　
夏
休
み
の

一

【
委
員
会
報
生
口】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●
科
学
研
究
委
員
会
　
①
ス
キ
ー
カ
学
講
演

一

会
―
ス
キ
ー
ロ
ボ

ッ
ト
実
験
に
よ
る
シ
ュ
ミ

一

レ
ー
シ
ョ
ン
ー
が
七
月
七
日
十
九
時
よ
り
二

一

‐　
‥
　
　
　
‐
―
　
　
　
　
　
　
．二

時
間
に
わ
た
リ
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
出

一

席
者
三
十
六
名
。
詳
細
は
後
日
会
報
に
掲
載
。一

②
平
成
七
年
度
の
科
学
委
員
会
の
構
成
は
、　
一

０
当
委
員
会
の
具
体
的
な
組
織
見
直
し
は
七

一

月
委
員
会
よ
り
開
始
、
本
年
内
を
目
途
に
結

一

論
を
出
し
、
実
施
に
移
す
。
０
平
成
七
年
度

一

の
委
員
構
成
は
若
干
の
変
更
に
と
ど
め
、
根

一

本
的
、
か
つ
大
幅
な
変
更
は
、
委
員
の
意
見

一

を
よ
く
徴
し
、　
一
年
以
内
を
目
途
に
実
施
す

一

る
。
以
上
に
も
と
づ
い
て
今
回
の
委
員
構
成

一

案
を
作
り
、
提
出
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
一

●
集
会
委
員
会
　
若
葉
会
山
行
の
写
真
交
換

一

会
を
六
月
二
十
七
日
、
ル
ー
ム
で
行
っ
た
。　
一

き
の
こ
山
行

（九
月
二
十
日
～
十
月

一
日
）

一

は
奥
会
津

ｏ
博
士
山
で
実
施
。
高
郷
村

ｏ
高

一

郷
温
泉
に
宿
泊
。
飯
豊
連
峰

ｏ
鏡
山
登
山
、　
一

越
後
支
部
後
援
。
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
の
予
定
あ
り
。
記
念
晩
餐
会
翌
日
の

山
行

（十
月
十
五
日
）
は
丹
沢

・
三
の
塔
で

十

一
時
三
十
分
～
十
三
時
ま
で
。
現
地
集
合
、

現
地
解
散
。
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
（九
月
二

日
）十
七
時
～
ル
ー
ム
に
て
。
二
火
会
と
共
催
。

■
□

目
皿

■

四

□

団

７

月

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

１０

日

１１

日

１２

日

１３

日

１４

日

１７

日

１８

日
31 27 26 25 20 19
日 日 日 日 日 日

総
務
委
員
会
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

資
料
委
員
会

九
十
周
年
映
像
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
自
然
保
護
委

員
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

青
年
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

集
会
委
員
会
　
学
生
部

科
学
委
員
会
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

九
十
周
年
映
像
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
　
ー４

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
＜

常
務
理
事
会
　
９３
同
期
会

理
事
会
　
学
生
部

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会

九
十
周
年
映
像
委
員
会
　
フ
ィ
ル
ム

ビ
デ
オ
委
員
会

評
議
員
会
　
三
水
会

青
年
部

科
学
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員
会

遭
難
対
策
委
員
会

集
会
委
員
会

資
料
委
員
会
　
デ
ー
タ
バ
ン
ク
委
員

会

７
月
来
室
者
７４８
名
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INFORMATION
◆
日
本
山
岳
会
九
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
山
岳
会
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

左
記
の
要
領
で
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
四
日
０
　
十
時
～
十
六
時
三

十
分

（九
時
四
十
分
受
付
開
始
）

会
場
　
東
京

・
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

「白
雲
」
「慶
雲
」
の
二
会
場

テ
ー
マ

「
日
本
山
岳
会
は
百
周
年
に
向
け
て

何
を
な
す
べ
き
か
」

内
容

［二
部
会
形
式
］

①
映
像
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
そ
の
回
顧
と
展
望

―
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
か
ら
マ
カ
ル
ー
東
稜

ま
で
」

座
長

・
池
田
常
重
氏

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分
「白
雲
」

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
座
談

「
ョ
セ
ミ
テ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

―
山
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
―

ア
メ
リ
カ

・
ヨ
セ
ミ
テ
協
会
　
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
Ｐ

ｏ
メ
ド
レ
ー
会
長
　
岡
島
成
行

小
野
有
五
　
沼
田
真
他

十
時
三
十
分
～
十
五
時

「白
雲
」、
午
後

は

「慶
雲
」
へ
移
動

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「秋
の
山
行
―
中
高
年
登
山
者
の
楽
し
み
―
」

十
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分

「慶
雲
」

＊
内
容
、
出
演
者
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
展
示

ｏ
山
岳
絵
画
展
＝
日
本
山
岳
会
所
蔵
絵
画
か

ら
秀
品
を
展
示

ｏ
展
示
会
＝
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
日
本
山
岳

会
の
各
委
員
会
、
同
好
会
の
活
動
報
告

◆
九
十
周
年
記
念
式
典

・
北
陸
プ
ロ
ッ
ク

石
川

・
富
山

・
福
井
支
部

一
、
式
典
、
記
念
講
演
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
　
十
月
二
十

一
日
田

会
場
　
金
沢
シ
テ
ィ
ー
モ
ン
ド
ホ
テ
ル

住
所

・
金
沢
市
橋
場
町
二
―
一
〇

鴨
〇
七
六
二
―
二
四
―
五
五
五
五

受
付
　
十
五
時
開
始

式
典
お
よ
び
記
念
講
演
　
十
六
時
～
十
八
時

講
師
　
重
廣
恒
夫
氏

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
　
十
八
時
三
十
分
～
二
十

時
三
十
分

会
費
　
一
万
円

ホ
テ
ル
宿
泊
　
八
千
五
百
円

（朝
食
込
み
）

二
、
記
念
山
行

日
時
　
十
月
二
十
二
日
同

場
所
　
医
王
山

（
い
お
う
せ
ん
）

医
王
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
九
時
発

西
尾
平
～
覗
平
～
大
沼
～
鳶
岩
～
白

死
山
～
下
山
解
散
十
五
時

会
費
　
無
料

申
込

・
連
絡
先

〒
九
二
〇
　
金
沢
市
桜
町

一
〇
―
四

中
川
博
人
内
　
日
本
山
岳
会
石
川
支

部
事
務
局

肌
ｏ′Ⅲ
Ｏ
七
六
二
―
六
二
―
五
王
ハ
一

◆

一
九
九
五
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

本
年
度
の
全
国
集
会
は
東
京
で
開
催
し
ま
す

日
時
　
十
月
十
五
日
同
　
九
時
三
十
分
～
十

五
時

会
場
　
山
岳
会
ル
ー
ム

テ
ー
マ

「
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
を
考

え
る
」

①
鳥
海
山
の
自
然
保
護

②
各
支
部
の
現
況

申
込
　
支
部
名
、
会
員
番
号
を
記
入
の
上
、

左
記
宛
は
が
き
で
九
月
二
十
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
二
七
三
―
〇

一
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市

東
初
富
六
―

一
〇
―
九
　
篠
崎
　
仁

◆
第
二
回

「山
を
語
る
」
講
演
会図

書
委
員
会

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
二
十
六
日
困
　
十
八
時
三
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
塩
沢
久
仙
氏

（声
安
村
村
営
広
河
原

山
荘
）

◆
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会
だ
よ
り

ｏ
会
報

「休
山
悠
遊
」
二
号
発
行
。
希
望
者

は
長
形
三
号
封
筒
五
枚
に
九
十
円
切
手
を

貼
り
、
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
、

９３
会
宛

ｏ
月
例
会
　
九
月
か
ら
第
二
水
曜
日
に
行
い

ま
す
。
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
で
十
八
時
三

十
分
～
二
十
時
。
二
次
会
＝
二
十
時
三
十

分
～
二
十
二
時
、
中
華

「汁
番
新
館
」

◆
水
彩
と
色
鉛
筆
に
よ
る
旅
の
ス
ケ
ッ
チ

岩
切
寄
泰
個
展

ス
イ
ス
・
ネ
パ
ー
ル
な
ど
の
山
々
と
風
物
、

旅
の
ス
ケ
ッ
チ
約
四
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
六
日
口
～
二
十

一
日
０

十
時
～
十
八
時

（最
終
日
は
十
七
時

三
十
分
終
了
）

場
所
　
草
土
舎
十
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

千
代
田
区
神
田
小
川
町

一
―
七

　

　

＞

鴨
〇
三
―
三
二
九
四
―
六
四

一
一　
　
１５

（千
代
田
線
新
お
茶
の
水
駅
ま
た
は

＜

都
営
新
宿
線
小
川
町
駅
下
車
）

■
訂
正
　
八
月
号

一
〇
ペ
ー
ジ

一
段
目
杉
岡

繁
は
松
岡
繁
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
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